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富
士
見
櫓
の
復
元
、
整
備

は
平
成
二
十
三
年
か
ら
始
ま

る
が
、
市
内
外
に
寄
附
金
の

呼
び
か
け
を
行
っ
て
は
ど
う

か
、
見
解
を
問
う
。

　
都
市
計
画
部
長
　
本
市
で

は
、
平
成
元
年
十
月
に
初
雁

公
園
の
整
備
資
金
と
す
る
た

め
、
「
川
越
市
初
雁
公
園
整

備
基
金
条
例
」
を
制
定
し
、

寄
附
金
等
の
受
け
入
れ
体
制

を
整
え
て
い
る
。

　
現
在
ま
で
の
基
金
の
積
立

額
は
、
約
二
億
七
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
富
士
見
櫓
の

復
元
を
市
内
外
に
広
く
ピ
ー

ア
ー
ル
し
、
復
元
の
た
め
の

寄
附
や
募
金
の
受
け
入
れ
体

制
を
整
え
る
な
ど
、
基
金
の

充
実
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

　
市
職
員
の
人
事
問
題

　
歴
史
的
資
源
の
創
出
活
用

質問 質問

問答
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子
育
て
の
経
済
的
負
担
は

少
子
化
の
要
因
に
な
る
。
給

食
費
値
上
げ
で
な
く
公
費
補

助
や
就
学
援
助
の
拡
充
な
ど

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
教
育
長
　
経
済
状
況
の
悪

化
が
市
民
生
活
に
影
響
し
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
現
状
で
は
子
供
達
が
楽

し
み
に
し
て
い
る
お
楽
し
み

給
食
や
リ
ク
エ
ス
ト
献
立
等

を
実
施
で
き
ず
、
給
食
回
数

も
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
学
校
給
食
の
食
材
費
は

保
護
者
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
安
全
で
安
心

な
給
食
を
実
施
し
て
い
く
た

め
、
給
食
費
改
定
に
ご
理
解

頂
き
た
い
。
ま
た
、
経
済
的

問
題
を
抱
え
る
保
護
者
に
は

生
活
保
護
や
就
学
援
助
制
度

の
利
用
を
含
め
た
適
切
な
対

応
や
助
言
を
し
て
い
き
た
い
。

　
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

　
学
校
給
食
の
諸
問
題

　
河
越
館
跡
の
現
状
と
課
題

質問 質問 質問

問答

日
本
共
産
党

　 

柿
　
田
　
有
　
一

給
食
費
の
値
上
げ
は
再
考
を

日
本
共
産
党

　 

本
　
山
　
修
　
一

川
越
城
富
士
見
櫓
の
復
元
整
備 24

　
平
成
二
十
一
年
第
一
回
定

例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
『
市
庁
舎
建
設
に
か
か

わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
』

【
　
付
議
事
件

一
、
現
市
庁
舎
の
現
状
に
つ

　
い
て

二
、
市
庁
舎
の
機
能
に
つ
い

　
て

三
、
市
庁
舎
の
建
設
位
置
と

　
周
辺
対
策
に
つ
い
て
　

四
、
市
庁
舎
建
設
事
業
に
か

　
か
わ
る
経
費
に
つ
い
て
　

五
、
そ
の
他
　
】

を
五
月
十
二
日
・
二
十
一
日

に
審
査
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
開
会
日
に
委
員

長
報
告
を
行
い
、
特
別
委
員

会
の
審
査
を
終
了
と
決
定
し

ま
し
た
。

《
委
員
会
報
告
　
抜
粋
》

　
本
特
別
委
員
会
は
、
十
回

に
わ
た
り
委
員
会
審
査
及
び

行
政
視
察
を
重
ね
て
来
た
が
、

新
市
長
の
市
政
方
針
の
中
で

示
さ
れ
た
市
庁
舎
移
転
は
白

紙
と
の
方
針
を
踏
ま
え
、
ま

た
、
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ

た
の
で
、
以
下
の
事
項
を
ま

と
め
と
し
、
審
査
終
了
と
し

た
。

拭
　
今
後
の
新
庁
舎
建
設
等

　
に
向
け
て
、
早
期
に
、
そ

　
し
て
計
画
的
に
基
金
の
積

　
み
立
て
を
行
う
こ
と
。

植
　
新
庁
舎
建
設
に
お
い
て

　
は
、
市
民
参
加
を
重
視
し
、

　
議
会
と
共
に
進
め
る
こ
と
。

殖
　
現
庁
舎
の
正
確
な
現
状

　
を
把
握
す
る
た
め
、
早
期

　
に
耐
震
診
断
を
再
度
行
う

　
こ
と
。

　
市
執
行
部
に
お
い
て
は
、

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
市

庁
舎
の
あ
り
方
を
検
討
さ
れ

る
よ
う
望
む
も
の
で
あ
る
。

民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
核

実
験
に
対
し
国
連
安
保
理
決

議
第
一
八
七
四
号
等
で
断
固

た
る
拒
否
の
姿
勢
を
示
し
た
。

政
府
は
こ
の
機
会
を
捉
え
、

核
兵
器
廃
絶
の
動
き
、
と
り

わ
け
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
の
核
問
題
を
含
む
地
域

の
核
廃
絶
へ
の
対
応
を
世
界

的
な
潮
流
と
す
べ
く
努
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
〇

一
〇
年
核
拡
散
防
止
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
に

お
い
て
、
そ
の
た
め
に
主
導

的
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、

核
保
有
国
を
は
じ
め
と
す
る

国
際
社
会
に
働
き
か
け
、
包

括
的
核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｃ

Ｔ
Ｂ
Ｔ
）
の
早
期
発
効
や
兵

器
用
核
分
裂
物
質
生
産
禁
止

（
カ
ッ
ト
オ
フ
）
条
約
の
推

進
な
ど
、
核
廃
絶
・
核
軍

縮
・
核
不
拡
散
に
向
け
た
努

力
を
一
層
強
化
す
べ
き
で
あ

る
。

　
右
、
地
方
自
治
法
第
九
十

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
一
年
六
年
二
十
九

日
　
　
　
　
　
川
越
市
議
会

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

で
あ
る
。

　
右
、
決
議
す
る
。

平
成
二
十
一
年
六
月
五
日

　
　
　
　
　
　
川
越
市
議
会

▽
　
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た

　
取
り
組
み
の
強
化
を
求
め

　
る
意
見
書
―
原
案
可
決
―

　
わ
が
国
は
、
唯
一
の
被
爆

国
と
し
て
、
世
界
の
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
て
先
頭
に
立
っ

て
行
動
す
る
責
務
が
あ
る
。

他
方
、
冷
戦
後
の
現
在
に
お

い
て
も
、
核
兵
器
の
み
な
ら

ず
、
核
爆
弾
搭
載
可
能
な
ミ

サ
イ
ル
の
開
発
、
核
物
質
や

核
技
術
の
流
出
、
拡
散
等
の

脅
威
は
む
し
ろ
高
ま
り
つ
つ

あ
る
。
我
々
は
こ
の
現
実
を

重
く
受
け
止
め
、
非
核
保
有

国
等
と
連
携
を
と
り
、
核
保

有
国
の
理
解
を
求
め
、
核
軍

縮
・
核
不
拡
散
の
取
り
組
み

と
実
効
性
あ
る
査
察
体
制
の

確
立
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。

　
去
る
四
月
五
日
、
オ
バ
マ

米
国
大
統
領
は
「
核
兵
器
の

な
い
世
界
」
を
追
求
す
る
決

意
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
国

連
安
全
保
障
理
事
会
も
朝
鮮

　
共
和
国
の
ロ
ケ
ッ
ト
発
射

を
非
難
し
た
四
月
の
国
連
安

保
理
議
長
声
明
が
自
国
の
意

に
沿
わ
な
い
か
ら
と
い
う
理

由
で
、
共
和
国
が
世
界
に
明

ら
か
に
し
て
き
た
公
約
を
一

方
的
に
破
棄
す
る
こ
と
は
、

国
際
世
論
に
対
す
る
挑
戦
で

あ
り
、
到
底
許
さ
れ
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　
今
日
、
世
界
の
中
で
は
、

米
国
の
オ
バ
マ
大
統
領
が

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
の

実
現
を
初
め
て
米
国
の
国
家

目
標
に
す
る
方
針
を
発
表
す

る
な
ど
、
核
兵
器
廃
絶
に
向

か
う
新
た
な
気
運
が
生
ま
れ

つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
時
期

に
行
わ
れ
た
今
回
の
核
実
験

は
、
そ
う
し
た
国
際
的
な
動

き
に
対
す
る
乱
暴
な
挑
戦
で

あ
り
、
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和

と
安
定
に
対
す
る
重
大
な
逆

流
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
本
議
会
は
、
共
和

国
の
核
実
験
強
行
に
厳
し
く

抗
議
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

以
上
の
核
実
験
を
厳
に
慎
み
、

核
兵
器
及
び
核
兵
器
開
発
計

画
を
放
棄
す
る
こ
と
、
無
条

件
に
六
カ
国
協
議
に
復
帰
す

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の

自
民
ク
ラ
ブ
（
四
名
）

代
表
　
吉
　
敷
　
　
　
賢

　
　
　
関
　
口
　
　
　
勇
④

　
　
　
神
　
田
　
寿
　
雄
⑭

　
　
　
加
　
藤
　
　
　
昇

無
所
属
（
一
名
）

　
　
　
川
　
口
　
啓
　
介
⑧

【
会
派
代
表
者
の
変
更
】

　
次
の
会
派
の
代
表
者
が
変

更
と
な
り
ま
し
た
。

啓
政
会

会
長
　
山
　
口
　
　
　
肇

公
明
党
議
員
団

幹
事
長
石
　
川
　
隆
　
二

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
川
越
21

代
表
　
倉
　
嶋
　
美
恵
子

あ
て

▽
　
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医

　
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の

　
選
挙

　
広
域
連
合
議
会
議
員
に
一

人
の
欠
員
が
生
じ
た
の
で
、

県
内
市
議
会
議
員
二
人
か
ら

立
候
補
の
届
出
が
あ
り
、
本

市
議
会
で
も
選
挙
を
実
施
し

ま
し
た
。

▽
　
議
席
の
一
部
変
更

　
会
派
等
構
成
変
更
に
伴
い
、

議
席
番
号
を
一
部
変
更
し
ま

し
た
。

《
氏
名
下
○
付
数
字
は
変
更

後
の
議
席
番
号
で
す
。
下
図

の
議
場
概
略
内
の
番
号
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。
》

【
会
派
等
構
成
】

　
新
た
な
会
派
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

ス
ピ
リ
ッ
ト
50
（
二
名
）

代
表
　
小
野
澤
　
康
　
弘
⑩

　
　
　
須
　
賀
　
　
　
博
⑨

【
所
属
会
派
の
変
更
】

　
無
所
属
の
加
藤
　
昇
議
員

が
自
民
ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
し

た
。

　
平
成
二
十
一
年
第
一
回
定

例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
た

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

中
止
、
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

書
」
を
四
月
二
十
三
日
に
審

査
し
、
不
採
択
と
決
定
し
ま

し
た
。

▽
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

　
和
国
の
核
実
験
に
抗
議
す

　
る
決
議
　
―
原
案
可
決
―

　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
（
以
下
「
共
和
国
」
と
い

う
。
）
は
五
月
二
十
五
日
、

核
実
験
を
強
行
し
た
。
こ
れ

は
、
共
和
国
に
対
し
て
「
い

か
な
る
核
実
験
ま
た
は
弾
道

ミ
サ
イ
ル
の
発
射
も
こ
れ
以

上
実
施
し
な
い
こ
と
」
と
要

求
し
た
国
連
安
保
理
決
議
一

七
一
八
（
二
〇
〇
六
年
十
月

十
四
日
）
、
「
一
切
の
核
兵

器
及
び
現
在
の
核
計
画
を
放

棄
」
す
る
と
合
意
し
た
六
カ

国
協
議
共
同
声
明
（
二
〇
〇

五
年
九
月
十
九
日
）
に
も
明

確
に
違
反
す
る
暴
挙
で
あ
る
。

　
一
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
市

長
選
で
の
日
本
共
産
党
に
対

す
る
怪
文
書
攻
撃
に
た
い
し

て
の
市
長
の
見
解
に
つ
い
て
。

　
市
長
　
今
回
の
市
長
選
挙

に
お
け
る
怪
文
書
に
つ
い
て

は
、
各
自
治
会
長
の
と
こ
ろ

に
三
通
送
ら
れ
て
き
た
と
記

憶
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ

い
て
の
感
想
は
、
不
愉
快
の

一
言
に
尽
き
る
。
怪
文
書
の

よ
う
な
も
の
が
出
回
る
こ
と

は
、
健
全
な
選
挙
制
度
を
確

立
す
る
上
で
、
有
権
者
に
誤

っ
た
判
断
を
さ
せ
て
し
ま
い

か
ね
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
、
民
主
主
義
が
根
幹
か

ら
揺
ら
い
で
し
ま
う
こ
と
に

な
る
。
従
っ
て
、
選
挙
の
洗

礼
を
受
け
る
者
と
し
て
は
、

こ
う
い
う
行
為
に
は
、
毅
然

と
し
た
態
度
で
臨
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
選
挙
な
ど
の
「
怪
文
書
」

　
高
階
北
小
を
め
ぐ
る
問
題

質問 質問

問答
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日
本
共
産
党

　 

佐
　
藤
　
恵
　
士

市
長
選
で
の
卑
劣
な
怪
文
書

傍聴席は一般・記者席57席、車椅子用1スペースがあります。

　
本
会
議
の
傍
聴
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
市
役

所
七
階
傍
聴
受
付
で
、

住
所
・
氏
名
を
ご
記
入

い
た
だ
き
傍
聴
で
き
ま

す
。
（
小
さ
な
お
子
様

連
れ
可
）

　
市
政
を
直
接
知
っ
て

頂
く
良
い
機
会
で
す
。

車
椅
子
用
の
席
も
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
。
音

声
が
聴
き
取
り
に
く
い

方
に
は
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
も

ご
ざ
い
ま
す
。

　
傍
聴
に
い
ら
し
た
方

の
控
室
と
し
て
七
階
第

一
委
員
会
室
を
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

市
庁
舎
建
設

特
別
委
員
会

厚
生
常
任

委
員
会

決

議

意

見

書

広
域
連
合
議
会
議
員

会
派
構
成
等
の
変
更

〈行政視察〉

平成20年8月5日～7日
　横浜・岩国・北九州市

平成20年11月10日
　福生・所沢市

平成21年2月10日
　東久留米市

333231
38 39 40

34 35 36 37

232221
28 29 30

24 25 26 27

131211
18 19 20

14 15 16 17

321
8 9 10

4 5 6 7

議 長

傍 聴 席
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富
士
見
櫓
の
復
元
、
整
備

は
平
成
二
十
三
年
か
ら
始
ま

る
が
、
市
内
外
に
寄
附
金
の

呼
び
か
け
を
行
っ
て
は
ど
う

か
、
見
解
を
問
う
。

　
都
市
計
画
部
長
　
本
市
で

は
、
平
成
元
年
十
月
に
初
雁

公
園
の
整
備
資
金
と
す
る
た

め
、
「
川
越
市
初
雁
公
園
整

備
基
金
条
例
」
を
制
定
し
、

寄
附
金
等
の
受
け
入
れ
体
制

を
整
え
て
い
る
。

　
現
在
ま
で
の
基
金
の
積
立

額
は
、
約
二
億
七
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
富
士
見
櫓
の

復
元
を
市
内
外
に
広
く
ピ
ー

ア
ー
ル
し
、
復
元
の
た
め
の

寄
附
や
募
金
の
受
け
入
れ
体

制
を
整
え
る
な
ど
、
基
金
の

充
実
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

　
市
職
員
の
人
事
問
題

　
歴
史
的
資
源
の
創
出
活
用

質問 質問

問答

25

　
子
育
て
の
経
済
的
負
担
は

少
子
化
の
要
因
に
な
る
。
給

食
費
値
上
げ
で
な
く
公
費
補

助
や
就
学
援
助
の
拡
充
な
ど

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
教
育
長
　
経
済
状
況
の
悪

化
が
市
民
生
活
に
影
響
し
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
現
状
で
は
子
供
達
が
楽

し
み
に
し
て
い
る
お
楽
し
み

給
食
や
リ
ク
エ
ス
ト
献
立
等

を
実
施
で
き
ず
、
給
食
回
数

も
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
学
校
給
食
の
食
材
費
は

保
護
者
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
安
全
で
安
心

な
給
食
を
実
施
し
て
い
く
た

め
、
給
食
費
改
定
に
ご
理
解

頂
き
た
い
。
ま
た
、
経
済
的

問
題
を
抱
え
る
保
護
者
に
は

生
活
保
護
や
就
学
援
助
制
度

の
利
用
を
含
め
た
適
切
な
対

応
や
助
言
を
し
て
い
き
た
い
。

　
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

　
学
校
給
食
の
諸
問
題

　
河
越
館
跡
の
現
状
と
課
題

質問 質問 質問

問答

日
本
共
産
党

　 

柿
　
田
　
有
　
一

給
食
費
の
値
上
げ
は
再
考
を

日
本
共
産
党

　 

本
　
山
　
修
　
一

川
越
城
富
士
見
櫓
の
復
元
整
備 24

　
平
成
二
十
一
年
第
一
回
定

例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
『
市
庁
舎
建
設
に
か
か

わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
』

【
　
付
議
事
件

一
、
現
市
庁
舎
の
現
状
に
つ

　
い
て

二
、
市
庁
舎
の
機
能
に
つ
い

　
て

三
、
市
庁
舎
の
建
設
位
置
と

　
周
辺
対
策
に
つ
い
て
　

四
、
市
庁
舎
建
設
事
業
に
か

　
か
わ
る
経
費
に
つ
い
て
　

五
、
そ
の
他
　
】

を
五
月
十
二
日
・
二
十
一
日

に
審
査
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
開
会
日
に
委
員

長
報
告
を
行
い
、
特
別
委
員

会
の
審
査
を
終
了
と
決
定
し

ま
し
た
。

《
委
員
会
報
告
　
抜
粋
》

　
本
特
別
委
員
会
は
、
十
回

に
わ
た
り
委
員
会
審
査
及
び

行
政
視
察
を
重
ね
て
来
た
が
、

新
市
長
の
市
政
方
針
の
中
で

示
さ
れ
た
市
庁
舎
移
転
は
白

紙
と
の
方
針
を
踏
ま
え
、
ま

た
、
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ

た
の
で
、
以
下
の
事
項
を
ま

と
め
と
し
、
審
査
終
了
と
し

た
。

拭
　
今
後
の
新
庁
舎
建
設
等

　
に
向
け
て
、
早
期
に
、
そ

　
し
て
計
画
的
に
基
金
の
積

　
み
立
て
を
行
う
こ
と
。

植
　
新
庁
舎
建
設
に
お
い
て

　
は
、
市
民
参
加
を
重
視
し
、

　
議
会
と
共
に
進
め
る
こ
と
。

殖
　
現
庁
舎
の
正
確
な
現
状

　
を
把
握
す
る
た
め
、
早
期

　
に
耐
震
診
断
を
再
度
行
う

　
こ
と
。

　
市
執
行
部
に
お
い
て
は
、

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
市

庁
舎
の
あ
り
方
を
検
討
さ
れ

る
よ
う
望
む
も
の
で
あ
る
。

民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
核

実
験
に
対
し
国
連
安
保
理
決

議
第
一
八
七
四
号
等
で
断
固

た
る
拒
否
の
姿
勢
を
示
し
た
。

政
府
は
こ
の
機
会
を
捉
え
、

核
兵
器
廃
絶
の
動
き
、
と
り

わ
け
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
の
核
問
題
を
含
む
地
域

の
核
廃
絶
へ
の
対
応
を
世
界

的
な
潮
流
と
す
べ
く
努
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
〇

一
〇
年
核
拡
散
防
止
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
に

お
い
て
、
そ
の
た
め
に
主
導

的
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、

核
保
有
国
を
は
じ
め
と
す
る

国
際
社
会
に
働
き
か
け
、
包

括
的
核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｃ

Ｔ
Ｂ
Ｔ
）
の
早
期
発
効
や
兵

器
用
核
分
裂
物
質
生
産
禁
止

（
カ
ッ
ト
オ
フ
）
条
約
の
推

進
な
ど
、
核
廃
絶
・
核
軍

縮
・
核
不
拡
散
に
向
け
た
努

力
を
一
層
強
化
す
べ
き
で
あ

る
。

　
右
、
地
方
自
治
法
第
九
十

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
一
年
六
年
二
十
九

日
　
　
　
　
　
川
越
市
議
会

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

で
あ
る
。

　
右
、
決
議
す
る
。

平
成
二
十
一
年
六
月
五
日

　
　
　
　
　
　
川
越
市
議
会

▽
　
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た

　
取
り
組
み
の
強
化
を
求
め

　
る
意
見
書
―
原
案
可
決
―

　
わ
が
国
は
、
唯
一
の
被
爆

国
と
し
て
、
世
界
の
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
て
先
頭
に
立
っ

て
行
動
す
る
責
務
が
あ
る
。

他
方
、
冷
戦
後
の
現
在
に
お

い
て
も
、
核
兵
器
の
み
な
ら

ず
、
核
爆
弾
搭
載
可
能
な
ミ

サ
イ
ル
の
開
発
、
核
物
質
や

核
技
術
の
流
出
、
拡
散
等
の

脅
威
は
む
し
ろ
高
ま
り
つ
つ

あ
る
。
我
々
は
こ
の
現
実
を

重
く
受
け
止
め
、
非
核
保
有

国
等
と
連
携
を
と
り
、
核
保

有
国
の
理
解
を
求
め
、
核
軍

縮
・
核
不
拡
散
の
取
り
組
み

と
実
効
性
あ
る
査
察
体
制
の

確
立
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。

　
去
る
四
月
五
日
、
オ
バ
マ

米
国
大
統
領
は
「
核
兵
器
の

な
い
世
界
」
を
追
求
す
る
決

意
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
国

連
安
全
保
障
理
事
会
も
朝
鮮

　
共
和
国
の
ロ
ケ
ッ
ト
発
射

を
非
難
し
た
四
月
の
国
連
安

保
理
議
長
声
明
が
自
国
の
意

に
沿
わ
な
い
か
ら
と
い
う
理

由
で
、
共
和
国
が
世
界
に
明

ら
か
に
し
て
き
た
公
約
を
一

方
的
に
破
棄
す
る
こ
と
は
、

国
際
世
論
に
対
す
る
挑
戦
で

あ
り
、
到
底
許
さ
れ
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　
今
日
、
世
界
の
中
で
は
、

米
国
の
オ
バ
マ
大
統
領
が

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
の

実
現
を
初
め
て
米
国
の
国
家

目
標
に
す
る
方
針
を
発
表
す

る
な
ど
、
核
兵
器
廃
絶
に
向

か
う
新
た
な
気
運
が
生
ま
れ

つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
時
期

に
行
わ
れ
た
今
回
の
核
実
験

は
、
そ
う
し
た
国
際
的
な
動

き
に
対
す
る
乱
暴
な
挑
戦
で

あ
り
、
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和

と
安
定
に
対
す
る
重
大
な
逆

流
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
本
議
会
は
、
共
和

国
の
核
実
験
強
行
に
厳
し
く

抗
議
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

以
上
の
核
実
験
を
厳
に
慎
み
、

核
兵
器
及
び
核
兵
器
開
発
計

画
を
放
棄
す
る
こ
と
、
無
条

件
に
六
カ
国
協
議
に
復
帰
す

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の

自
民
ク
ラ
ブ
（
四
名
）

代
表
　
吉
　
敷
　
　
　
賢

　
　
　
関
　
口
　
　
　
勇
④

　
　
　
神
　
田
　
寿
　
雄
⑭

　
　
　
加
　
藤
　
　
　
昇

無
所
属
（
一
名
）

　
　
　
川
　
口
　
啓
　
介
⑧

【
会
派
代
表
者
の
変
更
】

　
次
の
会
派
の
代
表
者
が
変

更
と
な
り
ま
し
た
。

啓
政
会

会
長
　
山
　
口
　
　
　
肇

公
明
党
議
員
団

幹
事
長
石
　
川
　
隆
　
二

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
川
越
21

代
表
　
倉
　
嶋
　
美
恵
子

あ
て

▽
　
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医

　
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の

　
選
挙

　
広
域
連
合
議
会
議
員
に
一

人
の
欠
員
が
生
じ
た
の
で
、

県
内
市
議
会
議
員
二
人
か
ら

立
候
補
の
届
出
が
あ
り
、
本

市
議
会
で
も
選
挙
を
実
施
し

ま
し
た
。

▽
　
議
席
の
一
部
変
更

　
会
派
等
構
成
変
更
に
伴
い
、

議
席
番
号
を
一
部
変
更
し
ま

し
た
。

《
氏
名
下
○
付
数
字
は
変
更

後
の
議
席
番
号
で
す
。
下
図

の
議
場
概
略
内
の
番
号
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。
》

【
会
派
等
構
成
】

　
新
た
な
会
派
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

ス
ピ
リ
ッ
ト
50
（
二
名
）

代
表
　
小
野
澤
　
康
　
弘
⑩

　
　
　
須
　
賀
　
　
　
博
⑨

【
所
属
会
派
の
変
更
】

　
無
所
属
の
加
藤
　
昇
議
員

が
自
民
ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
し

た
。

　
平
成
二
十
一
年
第
一
回
定

例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
た

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

中
止
、
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

書
」
を
四
月
二
十
三
日
に
審

査
し
、
不
採
択
と
決
定
し
ま

し
た
。

▽
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

　
和
国
の
核
実
験
に
抗
議
す

　
る
決
議
　
―
原
案
可
決
―

　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
（
以
下
「
共
和
国
」
と
い

う
。
）
は
五
月
二
十
五
日
、

核
実
験
を
強
行
し
た
。
こ
れ

は
、
共
和
国
に
対
し
て
「
い

か
な
る
核
実
験
ま
た
は
弾
道

ミ
サ
イ
ル
の
発
射
も
こ
れ
以

上
実
施
し
な
い
こ
と
」
と
要

求
し
た
国
連
安
保
理
決
議
一

七
一
八
（
二
〇
〇
六
年
十
月

十
四
日
）
、
「
一
切
の
核
兵

器
及
び
現
在
の
核
計
画
を
放

棄
」
す
る
と
合
意
し
た
六
カ

国
協
議
共
同
声
明
（
二
〇
〇

五
年
九
月
十
九
日
）
に
も
明

確
に
違
反
す
る
暴
挙
で
あ
る
。

　
一
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
市

長
選
で
の
日
本
共
産
党
に
対

す
る
怪
文
書
攻
撃
に
た
い
し

て
の
市
長
の
見
解
に
つ
い
て
。

　
市
長
　
今
回
の
市
長
選
挙

に
お
け
る
怪
文
書
に
つ
い
て

は
、
各
自
治
会
長
の
と
こ
ろ

に
三
通
送
ら
れ
て
き
た
と
記

憶
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ

い
て
の
感
想
は
、
不
愉
快
の

一
言
に
尽
き
る
。
怪
文
書
の

よ
う
な
も
の
が
出
回
る
こ
と

は
、
健
全
な
選
挙
制
度
を
確

立
す
る
上
で
、
有
権
者
に
誤

っ
た
判
断
を
さ
せ
て
し
ま
い

か
ね
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
、
民
主
主
義
が
根
幹
か

ら
揺
ら
い
で
し
ま
う
こ
と
に

な
る
。
従
っ
て
、
選
挙
の
洗

礼
を
受
け
る
者
と
し
て
は
、

こ
う
い
う
行
為
に
は
、
毅
然

と
し
た
態
度
で
臨
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
選
挙
な
ど
の
「
怪
文
書
」

　
高
階
北
小
を
め
ぐ
る
問
題

質問 質問

問答

26

日
本
共
産
党

　 

佐
　
藤
　
恵
　
士

市
長
選
で
の
卑
劣
な
怪
文
書

傍聴席は一般・記者席57席、車椅子用1スペースがあります。

　
本
会
議
の
傍
聴
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
市
役

所
七
階
傍
聴
受
付
で
、

住
所
・
氏
名
を
ご
記
入

い
た
だ
き
傍
聴
で
き
ま

す
。
（
小
さ
な
お
子
様

連
れ
可
）

　
市
政
を
直
接
知
っ
て

頂
く
良
い
機
会
で
す
。

車
椅
子
用
の
席
も
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
。
音

声
が
聴
き
取
り
に
く
い

方
に
は
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
も

ご
ざ
い
ま
す
。

　
傍
聴
に
い
ら
し
た
方

の
控
室
と
し
て
七
階
第

一
委
員
会
室
を
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

市
庁
舎
建
設

特
別
委
員
会

厚
生
常
任

委
員
会

決

議

意

見

書

広
域
連
合
議
会
議
員

会
派
構
成
等
の
変
更

〈行政視察〉

平成20年8月5日～7日
　横浜・岩国・北九州市

平成20年11月10日
　福生・所沢市

平成21年2月10日
　東久留米市

333231
38 39 40

34 35 36 37

232221
28 29 30

24 25 26 27

131211
18 19 20

14 15 16 17

321
8 9 10

4 5 6 7

議 長

傍 聴 席
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